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フェリアの変貌

スペイン,エ ス トレマ ドゥーラの家畜 ・産業 ・祝祭市 一　黒田悦子

歌謡曲の歌詞に見る旅

昭和の歌謡史 ・私論　 久保正敏

Materialien zu  einer Liste altindischer Verbalformen: 

  1. ami, 2.  ay/i, 3.  as/s— Toshifumi  Goto

インド密教儀礼における水一　 森 雅秀

Abbatial Successions of the Colleges of 

 gSang phu sNe'u thog  Monastery  Shunzo Onoda 

A Study of the  Vajradhatu-mandala  (1): Modern Line-drawings 

 depicted according to the  Nispannayog5vali   Musashi Tachikawa
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彙　　　報

　 彙 報 （平成２年ユ０月～　　平成２年１２月）

人事異動

　 （教育職）　　　　　（昇任）

　１０月１日　第一研究部教授　　守屋　　毅

　　　　　　 （第一研究部助教授）

　　　　　　第四研究部助教授　八杉　佳穂

　　　　　　 （第四研究部助手）

　　　　　　　 （客員研究部門）

　１０月１日　第一研究部教授　　大林　太良

　　　　　　 （東京女子大学教授）

　　　　　　　 （外国人客員研究部門）

　１０月５日　第五研究部教授

　　　　　　　チャティップ・ナーｒスパー

　　　　　　 （タイ国立チュラロンコーン大

　　　　　　学教授）

シンポジウム

「現代日本における伝統と変容」
一昭和史　世相篇一

期間　平成２年１２月１８日 （火）～２１日 （金）

場所　国立民族学博物館

　　　　今回は，この特別研究の最終年にあ

　　　たり，「昭和史　世相篇」をテーマに

　　　いままでの成果を総括し，日本におけ

　　　 る文化の大きな転換の時代としての２０

　　　世紀について，活発に討論された。

シンポジウム委員会

　 委員長

　　石毛　直道　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部

　 事務局

　　近藤　雅樹　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部

　　 佐々木史郎　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部

　　 新見　惇一　国立民族学博物館管理部研

　　　　　　　　究協力課共同利用係

　　 今田　好子　　「伝統と変容」事務局

　 報告者

　　 石毛　直道　国立民族学博物館

　　 井上　忠司　甲南大学 （民博客員）

　 神崎　宣武　神崎研究室

　 熊倉　功夫　筑波大学

　 栗田　靖之　国立民族学博物館

　 小山　修三　国立民族学博物館

　 杉田　繁治　国立民族学博物館

　 園田　英弘　国際日本文化研究センター

　 高田　公理　愛知学泉女子短期大学

　 谷　　直樹　大阪市立大学

　　中牧　弘允　国立民族学博物館

　 波平恵美子　九州芸術工科大学

　　野村　雅一　国立民族学博物館

　 端　　信行　国立民族学博物館

　 守屋　　毅　国立民族学博物館

討論参加者

　 石森　秀三　国立民族学博物館

　　梅樟　忠夫　国立民族学博物館

　　祖父江孝男　放送大学

　　竹村　卓二　国立民族学博物館

　　藤井　知昭　国立民族学博物館

　　森田　恒之　国立民族学博物館

　　米山　俊直　京都大学

日程

１２月１８日 （火）

　１０：００ 受付

　　　　　 （司会 竹村　卓二）

　１０：３０　あいさつ　　　　　　梅樟　忠夫

　１１：３０　問題提起 ：昭和史　世相篇

　　　　　　　　　　　　　　石毛 直道

　　　　　 （司会　中牧　弘允）

　１３：１５　目に映ずる日本の都市一明るさと

　　　　 色彩　　　　　　　 守屋　　毅

　１４：１５ 円居としての食卓　　熊倉　功夫

　　　　　 （司会　森田　恒之）

　１５：３０　家と住心地　一昭和住生活史

　　　　　　　　　　　　　　谷　　直樹

　１６：３０　風光推移　　　　　　神崎　宣武

１２月１９日 （水）

　　　　　 （司会 石森　秀三）

　１０：００　昭和の故郷・異郷　　小山　修三

　１１：００ 新交通と文化輪送者　高田　公理

　　　　　 （司会　栗田　靖之）

　１３：１５　酒と女性　　　　　　井上　忠司

　　　　　　　　　　　　　　　　　１１２１
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　１４：１５ 恋のみちの曲がり角　一昭和後期

　　　　　の男女関係　　　　　野村　雅一

　　　　　 （司会 端　　信行）

　１５：３０　会社永続の願い　　　中牧　弘允

　１６：３０　コンピュータリゼーション　ー生

　　　　 産と商業の情報化一 杉田　繁治

１２月２０日 （木）

　　　　　 （司会　井上　忠司）

　１３：１５ 株式会社 ・日本の成立とその変容

　　　　 一仕事空間の再編成一

　　　　　　　　　　　　　　端　　信行

　１４：１５　病気と治療と信仰　　波平恵美子

　　　　　 （司会 杉田　繁治）

　１５：３０ 伴を慕う心　　　　　園田　英弘

　１６：３０　昭和偉人考　　　　　栗田　靖之

１２月２１日 （金）

１１：００　 （司会　藤井　知昭）

　　　　　コメント１　　　　 米山　俊直

　　　　　コメントＩＩ　　　　　 祖父江孝男

　　　　　 （司会　石毛　直道）

　１３：３０ 総括討論

　海外における研究 ・調査 ・収集活動

　氏 名 　　 官 職 　 　 　 出 発 　 帰 国 　 　 　 行 　 先

小川 　了 助教授 （第三研究部） 　 ２．９．３０ ４．９．９ 　 セネガル

端 信行 助教授 （第三研究部） ２．１０．１ ２．１１．２４ 　フランス，カメルーン

友枝　啓泰　教　授 （第四研究部）　　 ２・１０．１　　２．１０．２６　　　ペルー

杉島　敬志　助　手 （第二研究部）　　 ２．１０．２　 ２．１１．２２　　　マレーシア

杉村　　棟 教 授 （第ご研究部）　　２．１０．４　 ２．１１．１８　　 ソ連

江ロ　ー久 助教授 （第三研究部）　　２．１０．８　 ２。１１．７　　 中国

吉本　　忍　助教授 （第二瞬究部）　　 ２．１０．９　 ２．１１．８　　 インドネシア

　　　　　　　　　　　　　　　　 ２．１１．１４　　２．１１．２９　　　インドネシア，タイ

松山　利夫　勘教授 （第一研究部）　　 ２．１０．２２　 ２．１２．６　　 オース トラリア

崎山　　理　教　授 （第五研究部）　　 ２．１０．２２　 ２．１２．２１　　 フランス，マダガスカル

藤井　知昭　教　授 （第五研究部）　　 ２．１０．２７　 ２．１１．１　　 アメリカ合衆国

大塚　和夫　助教授 （第三研究部）　　 ２．１０．３０　 ２．１１．２　　 韓国

山本 紀夫　助教授 （第四研究部）　　 ２．１０．３０　 ２．１２．１０　　 アメリカ，ペルー，ボリビア

朝倉　敏夫　助　手 （第四研究部）　　 ２．１０．３０　 ２．１２．１０　　 韓国

石毛　直道　教　授 （第一研究部）　　 ２．１１．１８　 ２．１２．２　　 イタリア

野村　雅一　助教授 （第五研究部）　　 ２．１１．１８　 ２．１２．５　　　イタリア

田邊　繁治　助教授 （第二研究部）　　 ２．１２．１　 ３．１．２４　　　タイ，ラオス

林　　行夫　助　手 （第四研究部）　　 ２．１２．９　 ３．１・２２　　　タイ，ラオス

和田　正平　教　授 （第三研究部）　　 ２．１２．１５　 ３．１．１２　　 ケニア，タンザニア

福井　勝義　助教授 （第三研究部）　　 ２．１２．１０　 ３．１．３１　　 ケニア，エチオピア

長野　泰彦　助教授 （第一研究部）　　 ２．１２．１６　 ３．１・９　　 インド

田村　克己　助教授 （第二研究部）　　２．１２．１８　 ３．１・２２　　 タイ，ラオス

片倉　素子　教 授 （第二研究部）　　 ２．１２．２４　 ３．３．４　　 サウジアラビア，エジプト

大塚　和義　助教授 （第一研究部）　　 ２．１２．２８　 ３．１．２５　　　ソ連

大森　康宏　助教授 （第三研究部）　　 ２．１２．２８　 ３．１・２８　　　フランス

周　　達生　教　授 （第一研究部）　　 ２．１２．２９　　３．１．２　　　韓国

来館者抄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロッコ，モロッコ王立アカデミ

　１０月 ６日　何　秀　煙 （香港，中文大学文　　　　　　　　　 一会員）夫妻

　　　　　　学部長）　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｗａｌｔｅｒ　Ｈｕｇｏ　ＫＨＯＵＲＩ（ブラ

　１０月 ９日　Ｍｏｈａｍｅｄ　Ａｚｉｚ　ＬＡＨＢＡＢＩ（モ　　　　　　　　　ジル，作家，映画監督）

１１２２



彙 報

　　　　 大韓民国済州道観光広報団一行

　　　　　 団長　宋 奉 杢 （済州道観光

　　　　　 協会長）

　　　　　 金 仁 圭 （済州道観光協会諮

　　　　　 問委員長）

　　　　　 柳 夏 永 （済州道観光協会前

　　　　　 会長）

　　　　　 康 完 柱 （済州道観光開発局

　　　　　 長）

　　　　　 金 正 銀 （済州グランドホテ

　　　　　 ル代表理事）

　　　　　 金 賛 翅 （ハイウエイ観光旅

　　　　　 行社代表理事）

　　　　　 金 得 鉱 （高麗旅行社理事）

　　　　　 済州道立民俗芸術団３ユ名

　　　　　 記者団８名

１０月１１日 徐 光 翼 （中国，中国社会科学

　　　　　院考古学研究所副所長）

　　　　 朱 延 平 （中国，同院助理研究

　　　　 員）

１０月１６ＥＩ　Ｋ・ｖ．チストフ　（ソビエト連邦，

　　　　　ソ連科学アカデミー準会員，『ソ

　　　　　ビエト民族学』編集長，ソ連科

　　　　　学アカデミー民族学研究所東ス

　　　　　ラブ部門主任）

　　　　　Ｂ．Ｅ．チストヴァ （ソビエト連

　　　　　邦，レニングラード教育大学教

　　　　　授）

　　　　　王 文 楚 （中国，復旦大学歴史

　　　　　地理研究所教授）

　　　　　魏 嵩 山 （中国同大歴史系副教

　　　　　授）

１０月１８日　中浴佳男 （財団法人千葉県文化

　　　　　財センター司書）

１０，月１９日　静岡市立登呂博物館協議会委員

　　　　　一行 総勢１２名

１０月２５日　伊勢田進 （田辺市史編纂専門委

　　　　　員）

１０月２７日　Ｔｈｏｍａｓ工ＫＵＮＩＣＫＩ　（アメ

　　　　　リカ合衆国，ウィスコンシン大

　　　　　学血液センター血小板研究室

　　　　　長）

／＝ １　　アンドレイ　 イバーノビチクル

　　　　 シャーノブ （ソビエト連邦，ソ

　　　　 連科学アカデ ミー正会員　 ソ連

　　　　 科学アカデミー極東支部総裁代

　　　　 行 極東諸民族歴史考古学民族

　　　　 学研究所長）

　　　　 マルガリータ ・アレクセーエブ

　　　　 ナバ トルーシェバ （ソビエ ト連

　　　　 邦，ソ連科学アカデ ミー極東支

　　　　 部歴史考古学民族学研究所学術

　　　　 書記）

　　　　 Ｐａｔｙａ　ＳＡＩＨＯＯ （タイ， チュ

　　　　　ラロンコー ン大学政治学部教

　　　　 授）

　　　　 Ｓａｖｉｔｒｉ　ＳＵＷＡＮＳＡＴＨＩＩ （タ

　　　　 イ，文部省国民文化委員会事務

　　　　 局次長）

　　　　 Ａｎｕａｒｙ　ＣＨＡＮＮＥＰＥＲＮＩ（タ

　　　　 イ，同委員会部長）

　　　　 ＳＡＭＩＤＩ（インドネシァ，教育

　　　　 文化省ボロブ ドール保存プロジ

　　　　　ェク ト研究部長）

　　　　 Ｍａｕｌａｎａ　ＩＢＲＡＨＩＭ （インド

　　　　 ネシァ，教育文化省歴史考古保

　　　　 存発展研究部長）

　　　　 Ｄａｎｇ　Ｂａｉ　Ｖａｎ（ベ トナム，文

　　　　 化省遺跡保存修復局次長）

　　　　 Ｍ．Ｈ．　ＳＩＲＩＳＯＭＡ （スリラン

　　　　　カ，文化省考古局次長）

　　　　 Ｐｉｃｈ　Ｋｅｏ（カンボジア，情報文

　　　　 化省遺跡局研究部長）

　　　　 千原大五郎 （前ボロブ ドール技

　　　　 術諮問委員）

１１月 ８日　谷　隆夫 （名古屋市美術館長）

１１月１５日　摂津市招聴中国蛙埠市経済友好

　　　　 代表団一行

　　　　　 団長　胡 徳 新 （鮮埠市委員

　　　　　 会副書記）

　　　　　 韓 元 祥 （蛙埠市人民代表大

　　　　　 会副主任）

　　　　　 張 玉 啓 （蛙埠市八一化工廠

　　　　　　長）

１１２３



徐 大 東 （蛙埠市第 二製薬廠

長）

劉 開 会 （蛙埠市外事弁公室科

長）

１１月２２日 マレーシァ国民大学学生一行

総勢１５名

１１月２６日 ＥｌｄａＭａｔｉｌｄｅＧＡＲＵＺ（パナマ，

パ ナマ芸術協会 ・現代 美術館

長）夫妻

１１月２７日 孟 憲 勤 （中国，上海大学校務

委員会主任）

屡 畑 模 （中国，同大美術学院

油絵系主任）

周 国 斌 （中国，同大美術学院

中専部主任）

戸 撞 年 （中国，同大国際商業

学院日語系講師）

１１月２８日 Ｕｍｅｓｈ Ｊａｉｄｅｏ ＰＡＷＡＮＫＡＲ

（インド，ラジャ博物館学芸員）

１１月２９日 植木 浩 （東京国立近代美術館

長）

ＫＩＭ Ｋｙｕｎｇ－ｗ。ｏｎ（大韓民国，

文化部国立国楽院事務官）

ＹＯＯＮ Ｙｉ－Ｋｕｅｎ （大韓民国，

同院事務官）

糠谷 隆 （国立歴史民俗博物館

展示課展示係長）

佐藤安一郎 （同館同課視聴覚係

長）

１１月３０日 黄 達 （中国，人民大学副学

長）

金 同 稜 （中国，大連理工大学

長）

林 理 彬 （中国，四川大学長）

１２月 ４日 デイル アイケルマン （アメリ

カ合衆国，北米中東学会会長）

小柳和宏 （大分県立宇佐風土記

１１２４

国立民族学博物館研究報告 １５巻４号

の丘歴史民俗資料 館調査研究

員）

１２月 ６日 中島孝助 （岩手県立博物館長）
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